
































た.図1に はやまと旅行のルー トを点線で示 した.や ま
とルートは第27次越冬隊以降使用されていなかったため,
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旅行とともに,基地周辺では海氷上や沿岸域への調査旅






昭和基地では宙空系,気 水圏系,地 学系,生物 ・医学
系の各研究観測が順調に行われた.ま た,定常観測とし
て,気 象,極光 ・夜光,地磁気,電離1曽,潮汐,地 震の









生量と持ち帰 り量をまとめた.過 去に蓄積 された空 ドラ
ム缶を含めた持ち帰り総重量は48トンであった.



























極本部,極 地研究所,関 連機関,隊 員関連企業等からの




観測システムの実験で トラブルが発生 したが,そ れを乗
り越え当初計画を実施 し得たのは35名の隊員のバイタリ
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あ った.
「しらせ 」 は1992年12月15日か ら流 氷 海 に 入 ったが,
通 称 「大 利 根 水 道 」 が 幅 広 く開 い て い た た め 一・気 に進 み,
翌16日に は定 着 氷 縁 に到 着 した.定 着 氷 は昨 年 よ り も さ
ら に厚 く,氷3m+積 雪1mの 地 帯 で はチ ャ ー ジ ング砕
氷 も難 航 し,40kmを2週 間 か け12月30日未 明.昭 和 基
地 見 晴 ら し岩 沖 に 接 岸 した(チ ャ ー ジ ン グ総 回 数1515).
定 着 氷 に少 し入 っ た12月18日,ヘ リ コプ ター 第1便 が
昭 和 基 地 へ 飛 び.引 き続 き,　PPB資 材,基 地 設営 優 先
物資 等 の輸 送,お よ び内 陸夏 旅 行 用 物 資(ブ ル ドー ザ ー,
燃 料)のS16へ の 空 輸 を行 った.接 岸 後 は.燃 料の パ イ
プ 輸送,大 型 機 材 の 氷上 輸送,一 般 物 資 の 空 輸 を実 施 し,
1993年1月中旬 まで に昭 和 基 地 へ の 主 要 な輸 送 は終 「し
た,昭 和 基地 に お け る夏 期 の諸 作 業 は,12月19日よ り2
月9日 まで の 間 に 管 理棟 内部 設備.1:事,焼却 炉 棟 な どの
新 設 を ほ ぼ 当 初計 画 通 り完 了 した.
12月末 か ら1月 上 旬 に か け てPPB3機 の打 ち上 げ を
行 い,成 層 圏 内 の偏 東風 に の り8日 か ら43日間 水 平 飛 翔
し,オ ー ロ ラX線,磁 場 等 の デ ー タ を送信 した.特 に3
番Hの 気 球 は14日後 に昭 和 基 地.ヒ空 を通 過 し,南 極 ノ(陸
を1周 半 回 った こ とが注 目 され る.ま た.重 力 の経 年 変
化 を全 地 球 的 規 模 で 検 出 す る プ ロ ジ ェ ク トの 一環 と して
行 わ れ た 重 力 の 絶 対 測定 で は,1カ 月 聞の 繰 り返 し測 定













































毎年.流 氷が海を覆いつ くしますが,北 半球の氷は.地
球的な規模でみたときにはごく僅かであ り,地球上の氷
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の90パー セ ン トは 南 極 大陸 に 存 在 して い ます.
こ の 地 球 の 裏 側 の 氷 の 大陸 に,今 か ら約8〔}年前わ が 国
か ら初 め て 挑 ん だ 極 地 観 測 の 先 駆 者'であ る 白癩 中尉 の 足
跡 をた ど る と と も に,南 極 ノく陸 の 姿 な ど を紹 介 し,極 地
「南 極 」 に 対.する道 民 の 理 解 を 深 め ,氷 縁 海 に 位 置 し,
流 氷 研 究 の メ ・カ で あ る 「紋 別市 二 との 比較 を通 して,
流 氷 や海 洋 に関 す る 科学 的 知1識の 普 及 を 図 る た め 開催 い
た し ま した.
企 画展 は,4つ の テ ー マ で 構.成い た し ま した.
1,観 測
南 極 観測 の 開 始
HfV'|]),F;」也の 丁朝極 崔見測
南 極 の 生 活
2.自 然
南 極 にす む生 物
南 極 の 自然
3.探 検 の歴 史
極 点 をめ ざ して
白癩 囁,南 極 探 検 まで
白癩 中尉,南 極 まで あ と ・歩
4.k来
南 極 の 未来
な お,kな 展 示 資 料 は次 の とお りで す.
ρ 「;員石
:ノ魚 類 汐 コ,オ キ ア ミ,ク モ ヒ トデ 等1
㍉ 植 物 け ン キ ョク ミ ドリナ デ シ コ等 〕
.動物...アデ リー ペ ンギ ン剥 製 等}
り 衣 類 等(南 極 観}lll]隊員 の防 寒 服 等1〕
船 舶 模 型(「 し らせ 」11};)
L、:、1}1類等　urlLll[1状.辞令11}二,日1志!1力
「tt「h極に 関す るL)J・r-,写 真.新 聞.ヒ.デ オ
開 催 に 当 って は,国 立 極地 研 究 所 の 多 大 な 御 協 力 を い
た だ き.ま た.川 瀬探 検 隊II己念 爵1.函館 市 黒 田オ汕11氏,
紋 別 市松[H','i:已氏1也多 くの 方 々か ら資 料 の 提 供 等 をい た





























竃レ ㌻ ㌻尽 興
'
n':1
森111眞弓 文 部 人臣 は,忙 しい 国 会 日程 の 合間 を縫 って 、
3月30日,国 立極 地 研 究 所 を1;カれ た.
2時3〔}分に 多 くの 職 員 の1唱迎 え の なか 到 着 さ れ.研 究
活動 や 施設 設備 笠の 現 羽こを 視察 され た.ま た,帰[司[1'1:後
の 福 地 越 冬隊 長 と成 瀬 夏 隊 長 を も交 えて.南 極 観 測 や 研
究 の 動 向等 につ い て懇 談 され た.
川ロ教授退官記念講演会開催 される
3Jl30[1,午後3時30分 か ら,当 研 究 所 講 堂 に おい て
3月kHを も')て退 官 さ れ る 川 口 貞 男教 授 「企画 調 整
'[':')の退 官記 念 講演 会 が 開 催 され た ,
初 期 か ら1←」極 観 測 に た ず さ わ って き た 川[1教授 の,
「私 と南 極 観 測35年」 と題 した 講 演 は,貴.,Eな体験 談 を
交 え興 味 深 く,聴 衆 を魅 了した.
た ま た ま,視 察 の た め に 来所 され て い た 森11|文部 人臣
が 会場 を訪 れ,川 口 教授 の 永 年 の 労 苦ittねぎ ら うおLi'菓
をか け ら れた.
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第35次南極地域観測隊冬期総合訓練
第35次南 極 地 域 観 測F9の冬期 総 合 、Vll練は.　ill辺興 亜第
35次南極 地 域 観 測 隊 隊 長 以 卜隊 員1疾補 者 及び 事務 局 な ど
約40名が 参 加 し,3月8H　 U月1～12日 冷)ま で の5
日間 に わ た り,長 野 県乗 鞍 岳付 近 に おい て実 施 され た.
訓 練 地 は 鈴 蘭 小屋 周辺 で,南 極行 動 巾 の安 全 と 緊 急時
に対 処 す る た め,ロ ス トポ ジ シ ョ ンへ の 対応,ビ バ ー グ
訓練,応 急 措 置 に:1E点を置 き,所 期 の 目的 を.達 成 す る
こ とが で き た.
行 い 快 晴 無 極tの1日 を楽 しん だ.
3月 に 入 り,隊 の 運営,観 測 ・設 営 の 業務 もす っ か り
軌 道 に 乗 り,生 活 は 落 ち 着 い て きた.し か し天候 は悪 天
が つ づ き,ブ リザ ー ドの 後 は 飛 行 機 駐 機 場 や 道 路 の 除雪
に追 わ れ た が,晴 れ 間 をみ て 野 外 行 動 の ため の ル ー ト作






出1[橿 男 管 理 部L"1務課 長
〔信州 大学 学 ノ1モ都 人 学 ド幹)
与・那 嶺 政:1r管 理部 会 計 課 長
(富|II医科 薬 科k")':総務 部i汕.課 長)
、1∫田 正 管 理 部 会ll|.課経 理 係 長
(東京 大 学 教 育 学 部sm庭樹1e
第33次越冬隊員 ・第34次夏隊員帰国
第33次越 冬 隊 員1福 地 光男 隊 長 以 ド36名)及 び 第34次
夏1:*9'i(「茂徹 り匡二:夏P家1這」'1下16名)1よ,3月2811〔1|}
任 務 を終 え,全 員無`ド成 川空 港 に 帰 国 した,
空 港 に は,家 族 ・関 係 者等 多数 が 出 迎 え,あ ち こ ち に
再 会 の 舟 びの 輪 がで きた.
な お,観 測 船 「しらせ 」 は4JS13H{火)El1.朝東京 港
11i'i'iif埠頭 に帰[Klした.
観測隊だより
2月1日 に 第33次隊 か ら実 質rl勺な 基地 運 営 をバ トン タ
ソチ した が,管 理棟 の 内 部設 備1:事を主 と した建 設 作 業
を 夏隊 と共 に9日 まで 続 け た.10Hに 「し らせ 」 へ の 最
終 便 が 飛 び,中 国 の オ ブ ザ ー バ ー を 含 め た40名の 越 冬 生
活 に入 った が.管 理 棟 残1:事や 越 冬 イ水制 を 整 え る作 業 を
り|き続 いて 行 っ た.よ うや く3Ji3日 に管 理棟 の 食堂 の
使 用 を 開始 し,本 格 的 越 冬 体 制 に 入 る こと が で きた.従
来 の狭 い1階 の 旧 食堂 と は違 い,3階 の広 い 窓 越 しに 多
くの氷[llや,遠くに広 が る 大陸 を眺 め なが らの 食FPは隊
員 の心 に潤 い を与 えて くれ て い る.観1則 も また川rl調に 経
過 し.幸 先 の 良 い ス ター トを切 った.
2月 は1月 に 比 べ,天 候 不 順 な 日が 多か った が,1・.旬



















舳 東 京 外 国 語 大 ノ「:会計1,果長
(管理[}1;会計,idAti-E)
)k　ikl・γ天 文台管 理 部 会 計 課 ∫II度係 長
〔管 理 部 会計 課 糸f理係 長)
郎'.}.二宙 科 学{}牙究 所 管 理 部 主 計 、;炉り門 員
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭和 基 地
(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温 〔Min.temp.)〔℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanre]ativehurnidlty)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分1‖坪 均 　 (Max.　wind　speed.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min,mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(GUSt)　 (m/s)
平 均 雲 量 　(Mean　cloud　cover)　(1/10)
































































昭和基地で得 られたメタ ン濃度 変化。 メタン濃度 はきれいな
季節 変化 をしながら経年 的に上 昇 して お り、 その .ヒ昇率が 年
変化 している様子 もはっき りと とらえられて いる。実測値へ
のベ ス トフ ィッ ト曲線 および季節変化 を除い た経年変化曲線
も示 されている。
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